
（令和4年度～令和7年度）

知的障害特別支援学校における
生活科・理科・社会科のカリキュラムモデルの創造

‐横断的で連続性のある学びを目指して‐

筑波大学附属大塚特別支援学校

令和7年度 研究開発フォーラム（1月21日開催）
ア.研究発表用のプレゼンテーション資料



本資料及び説明動画の構成

2

No. 構成 内容

１
目的・
方法
（2分）

（１）研究の背景・目的・方法

２ 結果
（11分）

（１）カリキュラム評価（2分）

（２）学習指導要領草案
①〈小学部〉生活科（3分）

②〈中学部〉理科・社会科（3分）

③〈高等部〉理科・社会科（3分）

３ 考察
（2分）

（１）教師集団が主体となるカリキュラム開発
（２）カリキュラムの原理・原則
（３）知的障害教育の継承と発展



3

１．目的・方法



研究の背景

4

（１）知的障害教育における教科別の指導の実践

多くの特別支援学校では、学校教育法施行規則第130
条第2項で示されている「領域・教科を合わせた指導（各
教科等を合わせた指導）」が教育課程の中心となってお
り（木村・首藤,2024；全国特別支援学校知的障害教育
校長会,2018）、教科別の指導形態による実践事例が
少なく、具体的な事例の蓄積が必要。

（２）インクルーシブ教育システムの推進

現行学習指導要領では小中学校と特別支援
学校の各教科について、目標や内容の連続性
が図られている。この点についてさらに検討し
カリキュラムモデルを提案することに研究開発
の意義があると考え、小学校との連続性に焦点
化した。



本研究の目的・方法

本研究の取り組み

① 内容
知的障害特別支援学校「生活科・理科・社会科」の教
科別指導に関するカリキュラム開発

② 目的
インクルーシブ教育システムの推進に寄与するカリキュ
ラムモデルの提案

③ 目標
研究成果物「学習指導要領草案（生活科・理科・社会
科）」の作成



教科 考え方

生
活
科

授業時数は十分に確保でき
るため（右図）、児童の実態に
応じて段階的に資質・能力を
育むことができるカリキュラム
を検討する。

授業時間数（小学校標準授業時間数と本校の各教科）
※本校中学部は合わせた指導（生活単元学習）を
一部実施しているため、理科・社会科の総時数は
「５２時間」になるが、教科別として年間３５時間を
設定しており、研究対象は教科別の時数とした。

理
科

授業時間数は限られるため
（右図）、内容の精選や創造、
そして軽重を検討するとともに、
中学部と高等部を連続的に
捉えるようにする。
中学部と高等部を連続的に
捉えることで、授業時間数の
確保だけでなく、合計６年間を
通して生徒の学びを段階的に
深め広げることに繋がるカリ
キュラムを検討する。

社
会
科

本研究におけるカリキュラム開発の考え方
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２．結果
（１）カリキュラム評価



（１）カリキュラム評価

本研究のカリキュラム開発の考え方（参考；根津,２００９）

1 教師集団がカリキュラム開発の主体となる

2 児童・生徒の学習経験に基づき単元を計画する

3 授業からカリキュラムを改善する（カリキュラム評価）



①授業評価

9

No. 観点 質問内容 ※回答は４件法（とても思う－思う－あまり思わない－思わない）

１ 取り組みやすさ・安心感 児童・生徒は学習内容を理解し、進んで取り組む姿が見られていたと思う。

２ 学習理解 授業者の説明・教示は、児童・生徒にとって分かりやすかったと思う。

３ 達成感・充実感 児童生徒が「わかった」「できた」等を実感できる活動に配慮されていたと思う。

４ 学び合い 児童生徒は友だちの考えを聞いたり協力したりしようとする姿が見られていたと
思う。

５ 次時への意欲、期待 児童生徒が次時へ期待をもち、意欲的に取り組もうとする活動に配慮されてい
たと思う。

６ 教育的対応 学習題材は実態及び生活年齢に適したものであると思う。

７ 学習環境 授業は、教材教具に工夫されていたと思う。

８ 学習の計画 学習計画（時数設定や授業の構成など）は、授業を実施する観点から妥当であ
ると思う。

９ 環境的条件 指導者間で指導支援の連携や一貫性が図られていたと思う。

10 個別の目標設定 本時の目標は、児童生徒の実態から妥当であったと思う。
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第３年次（「授業評価」結果の一部）

【小学部はな組（1・2年）・生活科】 「うかぶかな？ しずむかな？」

T1 宇佐美教諭

【小学部そら組（５・６年）・生活科】 「あきのおもちゃでたのしもう」

T１ 田中教諭

【小学部つき組（３・４年）・生活科】 「かぜをつかってあそぼう！」

T1 當眞教諭
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③カリキュラム評価

11

No. 観点 質問内容 ※回答は各項目を１０点満点とし、個人ごとに点数化して回答する

１ カリキュラムの共有
主に授業研究会を通して、検討されたカリキュラムについてどれくらい知ることがで
きたと思いますか？

２ カリキュラムの背景
学部の教育課程や学習集団の実態などを踏まえて、カリキュラムが計画・実践され
たことについて、どれくらい分かったと思いますか？

３ カリキュラムの拡がり
（主体的な学びを大切にすることは前提で、）社会に開かれたカリキュラムという視
点では、どれくらい計画・展開されていたと思いますか？

４ 展開するための資源
カリキュラムを実施する上で、必要な資源（ひと・もの・こと）について、どれくらい分
かりましたか？

５ カリキュラムの構想
カリキュラムが何を目指しているのか、その構想やねらいについて、どれくらい分か
りましたか？

６ 実現するための工夫
カリキュラムの構想を実現するために様々な工夫がなされていることについて、どれ
くらい分かりましたか？

７ カリキュラムの結果
カリキュラムの実践を通して考えられた学習の成果や課題（学びの様子や改善点
など）について、どれくらい分かりましたか？

８
カリキュラム開発の

コスト
カリキュラム開発に要したコスト（お金、時間、人手、場所、手間など）について、どれ
くらい分かりましたか？

９ 他の実践からの学び
カリキュラム開発に当たって、他校種も含めて、どれくらい他の実践を参考にしなが
ら検討し、計画・展開されていたと思いますか？

10 一般化可能性
開発しているカリキュラムが改訂後の指導要領に反映された場合、他の学校でこの
カリキュラムを実施できると思いますか？
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第４年次（「カリキュラム評価」結果の一部）
（■全体 ■学部外 ■中学部 ■高等部）

【中学部課題別グループ第３班・理科】 「物と重さ」

MT 宮林教諭

【中学部課題別グループ第３班・理科】 「ものの温度と体積（空気、水）」

MT 古江教諭

【高等部課題別グループ第３G・理科】 「動物の誕生」

MT 石飛教諭
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児童・生徒、保護者への効果
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２０２４年 ６⽉ ２０２５年 １２⽉
中学部・理科に関する事例生徒の描画（チヨウ）の変容（一部）

・大人と一緒にいることを好んでいた子が先輩、後輩とも上手く関われていたことに驚きました。（単
元：大きくなるっていうことは【小：生活科】） ・生活場面での学習、とても勉強になります。家の方でも
リサイクルボックスを見つけると一緒に確認するようにし、ぬいぐるみや入れ歯まで回収することを新
たに知りました。（単元：公害〜つくる責任、つかう責任〜【高：社会】）

・お家で妹とモンシロチョウの成虫と幼虫の食べ物の違いについて議論をする姿が見られた。同じ勉
強の話題で知的障害の生徒と小学校の妹が盛り上がる姿を見て、学校での理科の学習の効果を感
じ、子どもに対する意識が変化しました（単元：身近な昆虫について知ろう【中：理科】）

・生活場面での学習、とても勉強になります。家の方でもリサイクルボックスを見つけると一緒に確認
するようにし、ぬいぐるみや入れ歯まで回収することを新たに知りました。（単元：公害〜つくる責任、つ
かう責任〜【高：社会】）

保護者から寄せられた児童・生徒の様子や感想
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２．結果
（２）学習指導要領草案



研究開発課題
知的障害特別支援学校における

生活科・理科・社会科のカリキュラムモデルの創造
－横断的で連続性のある学びを目指して－

（草案）
特別支援学校学習指導要領 生活科編

筑波大学附属大塚特別支援学校



1年次
2022年度

2年次
2023年度

3年次
2024年度

4年次
2025年度

生活科
（社会科へ接続する内容）

生活科
（理科へ接続する内容）

・知的障害特別支援学校
学習指導要領に準拠した、
小学部生活科カリキュラム
の構築と内容の充実
・教科横断的な学びの試行
と整理
・学び方の多様な児童が協
同的な活動を通して学び
合う、集団の授業づくり
・目標を達成するための題
材選び、個々の児童に合
わせた教材の工夫
・「郷土や地域に関する教
育」をテーマにした、授業
づくり

・小学部生活科カリキュラ
ムにおける小学校学習指
導要領「生活科」との連続
性の検討
・中学部・高等部「社会科」
へのつながりの検討
・教科横断的な学びについ
ての整理
・児童の学習と教員の指導
改善につながる学習評価
（指導と評価の一体化の
追究）の検討
・「主権者に関する教育」に
つながる、小学部段階で
の学習機会の検討

小学部研究の進め方

・全国質問紙調査（知的障
害特別支援学校の小学部
生活科について）の実施と
考察
・小学校「生活科」との連続
性を踏まえた、小学部生活
科カリキュラムモデルの構
築と目標及び内容の整理
・小学校「生活科」及び「理
科」、中学部「理科（草
案）」連続性の検討

＜重点的に取り組む内容＞
理科『地球領域』、『粒子領
域』、『エネルギー領域』

・「生活科（草案）」目標・内
容・取り扱いの統一と検証
・特別支援学校生活科カリ
キュラムモデルの提案
・小学校「生活科」及び「理
科」、中学部「理科（草
案）」連続性の検討

＜重点的に取り組む内容＞
理科『生命領域』
『伝え合い』,『自分の成長』

Ⅰ 見通し Ⅱ 遊び

Ⅲ 伝え合い

本校小学部生活科の内容

身近な人々と関わる活動に関する内容

Ⅰ 見通し

Ⅱ 遊びの広がり

Ⅲ 生活や出来事の伝え合い

社会及び自然と関わる活動に関する内容

Ⅳ 地域との関わり

Ⅴ 公共物や公共施設の利用

Ⅵ 金銭の扱い

Ⅶ 季節の変化と生活（飼育栽培含む）

Ⅷ 身近なものの不思議

自分自身の生活や成長に関する内容

Ⅸ 自分の成長

Ⅹ 基本的な生活習慣や生活技能

Ⅸ 自分の成長

Ⅹ 生活習慣・技能

Ⅳ 地域との関わり Ⅶ 季節の変化
Ⅴ 公共物や施設 Ⅷ ものの不思議

Ⅵ 金銭

内容の構造図



特別支援学校 生活科

具体的な活動や体験を通して、身近な生活に関わる見方・考え方を生かし、自立し
生活を豊かにしていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（１）活動や体験の過程において、自分自身、身近な人々、社会及び自然の特徴やよ
さ、それらの関わり等に気付くとともに、生活上必要な習慣や技能を身に付けるよう
にする。

（２）自分自身や身の回りの生活のことや、身近な人々、社会及び自然を自分との関
りについて捉え、考えたことを表現することができるようにする。

（３）自分のことに取り組んだり、身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ、意欲や
自信をもって学んだり、生活を豊かにしたりしようとする態度を養う。

「具体的な活動や体験」
見る、聞く、触れる、作る、探す、育てる、遊ぶなどして対
象に直接働きかける学習活動であり、また、そうした活
動の楽しさやそこで気付いたことなどを言葉、絵、動作、
劇化などの多様な方法によって表現する学習活動

（小学校学習指導要領解説生活編）

生活科（草案） の目標



特別支援学校生活科

ア 基本的生活習慣

イ 安全

ウ 日課・予定

エ 遊び

オ 人との関わり

カ 役割

キ 手伝い・仕事

ク 金銭の扱い

ケ きまり

コ 社会の仕組みと公共施設

サ 生命・自然

シ ものの仕組みと働き

小学校生活科

【学校、家庭及び地域の生活に関する内容】

（１） 学校と生活

（２） 家庭と生活

（３） 地域と生活

【身近な人々、社会及び自然と関わる活動に関する内容】

（４） 公共物や公共施設の利用

（５） 季節の変化と生活

（６） 自然や物を使った遊び

（７） 動植物の飼育・栽培

（８） 生活や出来事の伝え合い

【自分自身の生活や成長に関する内容】

（９） 自分の成長

独自の内容

基本的生活習
慣に関する

内容

生活科内容の関連図



本研究における生活科の内容

特別支援学校生活科

ア 基本的生活習慣

イ 安全

ウ 日課・予定

エ 遊び

オ 人との関わり

カ 役割

キ 手伝い・仕事

ク 金銭の扱い

ケ きまり

コ 社会の仕組みと公共施設

サ 生命・自然

シ ものの仕組みと働き

小学校生活科

【学校、家庭及び地域の生活に関する内容】

（１） 学校と生活

（２） 家庭と生活

（３） 地域と生活

【身近な人々、社会及び自然と関わる活
動に関する内容】

（４） 公共物や公共施設の利用

（５） 季節の変化と生活

（６） 自然や物を使った遊び

（７） 動植物の飼育・栽培

（８） 生活や出来事の伝え合い

【自分自身の生活や成長に関する内容】

（９） 自分の成長

本校小学部生活科の内容

身近な人々と関わる活動に関する内容

Ⅰ 見通し

Ⅱ 遊びの広がり

Ⅲ 生活や出来事の伝え合い

社会及び自然と関わる活動に関する内容

Ⅳ 地域との関わり

Ⅴ 公共物や公共施設の利用

Ⅵ 金銭の扱い

Ⅶ 季節の変化と生活（飼育栽培含む）

Ⅷ 身近なものの不思議

自分自身の生活や成長に関する内容

Ⅸ 自分の成長

Ⅹ 基本的な生活習慣や生活技能



本研究における生活科の内容（案）
本校小学部生活科の内容 特別支援学校生活科 小学校生活科

身近な人々と関わる活動に関する内容

Ⅰ 見通し (集団生活における日課・予定) ウ（日課予定）から作成

Ⅱ 遊びの広がり エ（遊び）オ（人との関わり）から作成

Ⅲ 生活や出来事の伝え合い オ（人との関わり）カ（役割） （８）から作成

社会及び自然と関わる活動に関する内容

Ⅳ 地域との関わり オ（人との関わり）コ（社会の仕組み） （３）と同様

Ⅴ 公共物や公共施設の利用 ケ（きまり）コ（社会の仕組み） （４）と同様

Ⅵ 金銭の扱い ク（金銭の扱い）から作成

Ⅶ 季節の変化と生活（飼育栽培含む） サ（生命・自然） （５）から作成 （７）動植物の飼育・栽培

Ⅷ 身近なものの不思議 シ（ものの仕組みと働き）から作成 （６）自然や物を使った遊びから作成

自分自身の生活や成長に関する内容

Ⅸ 自分の成長 カ（役割）キ（手伝い・仕事） （９）と同様

Ⅹ 基本的な生活習慣や生活技能
ア（基本的生活習慣）、イ（安全）から

作成
キ（手伝い・仕事）

（１）学校と生活（２）家庭と生活



本校小学部生活科の内容

身近な人々と関わる活動に関する内容

Ⅰ 見通し （集団生活における日課・予定）
学校行事や家庭の予定などに関わる学習活動を通して、日課・予定が分かり、およその予定を考え
ながら、見通しをもって安定して活動に参加しようとすることができ、身近な予定を立てて活動する
習慣や技能を身に付け、見通しをもって安定して行動したり、主体的に行動したり、生活に活かした
りしようとする。

Ⅱ 遊びの広がり
生活の中での遊びに関わる学習活動を通して、人と関わりをもち、きまりを守ったり、遊びを工夫し
発展させたりして、仲良く遊ぼうとすることができ、きまりのある遊びや人と仲良く遊ぶ知識や技能を
身に付け、自分の好きなものやことを見つけ、愛着をもって人と関わろうとする。

Ⅲ 生活や出来事の伝え合い
自分たちの生活を身近な人と伝え合う活動を通して、相手のことを想像したり伝えたいことや伝え
方を選んだりすることができ、身近な人と関わることのよさや楽しさが分かるとともに、進んで触れ合
い交流しようとする。

社会及び自然と関わる活動に関する内容

Ⅳ 地域との関わり
地域に関わる活動を通して、地域の場所やそこで生活したり働いたりしている人々について考えるこ
とができ、自分達の生活はさまざまな人や場所と関わっていることが分かり、それらに親しみや愛着
をもち、適切に接したり安全に生活したりしようとする。

Ⅴ 公共物や公共施設の利用
公共物や公共施設を利用する活動を通して、それらのよさを感じたり働きを捉えたりすることができ、
身の回りにはみんなで使うものがあることやそれらを支えている人々がいることなどが分かるととも
に、それらを大切にし、安全に気をつけて正しく利用しようとする。

Ⅵ 金銭の扱い 簡単な買い物や金銭に関わる学習活動を通して、金銭の大切さや必要性、価値について分かり扱
うことができ、金銭を扱う習慣や技能を身に付け、必要な物を選択して購入し、活用しようとする。

Ⅶ 季節の変化と生活（飼育栽培含む）
身近な自然を観察・飼育・栽培したり、季節や地域の行事に関わったりするなどの活動を通して、そ
れらの違いや変化、特徴を見付けることができ、自然の様子や四季の変化、季節によって生活の様
子が変わることに気付くとともに、それらを取り入れ自分の生活を楽しくしようとする。

Ⅷ 身近なものの不思議
身近な自然を利用したり、身近にある物を使ったりするなどして遊ぶ活動を通して、繰り返し取り組
んだことについて表現することができ、その面白さや自然の不思議さに気付くとともに、自分なりの
考えをもち、生活を豊かにしようとする。

自分自身の生活や成長に関する内容

Ⅸ 自分の成長
自分自身の生活や成長を振り返る活動を通して、自分のことや支えてくれた人々について考えるこ
とができ、自分が大きくなったこと、自分でできるようになったこと、役割が増えたことなどが分かると
ともに、これまでの生活や成長を支えてくれた人々に感謝の気持ちをもち、これからの成長への願い
をもって、意欲的に生活しようとする。

Ⅹ 基本的な生活習慣や生活技能
基本的生活習慣や生活に役立つことに関わる学習活動を通して、それらが分かり、生活に役立てよ
うとすることができ、生活に必要な身辺処理、健康、安全に関する習慣や技能を身に付け、自信を
もって自ら取り組もうとしたり、自ら安全に留意したりしようとする。



特別支援学校生活科

ア 基本的生活習慣

イ 安全

ウ 日課・予定

エ 遊び

オ 人との関わり

カ 役割

キ 手伝い・仕事

ク 金銭の扱い

ケ きまり

コ 社会の仕組みと公共施設

サ 生命・自然

シ ものの仕組みと働き

小学校生活科

【学校、家庭及び地域の生活に関する内容】

（１） 学校と生活

（２） 家庭と生活

（３） 地域と生活

【身近な人々、社会及び自然と関わる活
動に関する内容】

（４） 公共物や公共施設の利用

（５） 季節の変化と生活

（６） 自然や物を使った遊び

（７） 動植物の飼育・栽培

（８） 生活や出来事の伝え合い

【自分自身の生活や成長に関する内容】

（９） 自分の成長

本校小学部生活科の内容

身近な人々と関わる活動に関する内容

Ⅰ 見通し

Ⅱ 遊びの広がり

Ⅲ 生活や出来事の伝え合い

社会及び自然と関わる活動に関する内容

Ⅳ 地域との関わり

Ⅴ 公共物や公共施設の利用

Ⅵ 金銭の扱い

Ⅶ 季節の変化と生活（飼育栽培含む）

Ⅷ 身近なものの不思議

自分自身の生活や成長に関する内容

Ⅸ 自分の成長

Ⅹ 基本的な生活習慣や生活技能

黄色マーカー 理科につながる内容



特別支援学校生活科

ア 基本的生活習慣

イ 安全

ウ 日課・予定

エ 遊び

オ 人との関わり

カ 役割

キ 手伝い・仕事

ク 金銭の扱い

ケ きまり

コ 社会の仕組みと公共施設

サ 生命・自然

シ ものの仕組みと働き

小学校生活科

【学校、家庭及び地域の生活に関する内容】

（１） 学校と生活

（２） 家庭と生活

（３） 地域と生活

【身近な人々、社会及び自然と関わる活
動に関する内容】

（４） 公共物や公共施設の利用

（５） 季節の変化と生活

（６） 自然や物を使った遊び

（７） 動植物の飼育・栽培

（８） 生活や出来事の伝え合い

【自分自身の生活や成長に関する内容】

（９） 自分の成長

本校小学部生活科の内容

身近な人々と関わる活動に関する内容

Ⅰ 見通し

Ⅱ 遊びの広がり

Ⅲ 生活や出来事の伝え合い

社会及び自然と関わる活動に関する内容

Ⅳ 地域との関わり

Ⅴ 公共物や公共施設の利用

Ⅵ 金銭の扱い

Ⅶ 季節の変化と生活（飼育栽培含む）

Ⅷ 身近なものの不思議

自分自身の生活や成長に関する内容

Ⅸ 自分の成長

Ⅹ 基本的な生活習慣や生活技能

緑色マーカー 社会科につながる内容



特別支援学校生活科

ア 基本的生活習慣

イ 安全

ウ 日課・予定

エ 遊び

オ 人との関わり

カ 役割

キ 手伝い・仕事

ク 金銭の扱い

ケ きまり

コ 社会の仕組みと公共施設

サ 生命・自然

シ ものの仕組みと働き

小学校生活科

【学校、家庭及び地域の生活に関する内容】

（１） 学校と生活

（２） 家庭と生活

（３） 地域と生活

【身近な人々、社会及び自然と関わる活
動に関する内容】

（４） 公共物や公共施設の利用

（５） 季節の変化と生活

（６） 自然や物を使った遊び

（７） 動植物の飼育・栽培

（８） 生活や出来事の伝え合い

【自分自身の生活や成長に関する内容】

（９） 自分の成長

本校小学部生活科の内容

身近な人々と関わる活動に関する内容

Ⅰ 見通し

Ⅱ 遊びの広がり

Ⅲ 生活や出来事の伝え合い

社会及び自然と関わる活動に関する内容

Ⅳ 地域との関わり

Ⅴ 公共物や公共施設の利用

Ⅵ 金銭の扱い

Ⅶ 季節の変化と生活（飼育栽培含む）

Ⅷ 身近なものの不思議

自分自身の生活や成長に関する内容

Ⅸ 自分の成長

Ⅹ 基本的な生活習慣や生活技能

水色マーカー 職業・家庭科につながる内容



特別支援学校生活科

ア 基本的生活習慣

イ 安全

ウ 日課・予定

エ 遊び

オ 人との関わり

カ 役割

キ 手伝い・仕事

ク 金銭の扱い

ケ きまり

コ 社会の仕組みと公共施設

サ 生命・自然

シ ものの仕組みと働き

小学校生活科

【学校、家庭及び地域の生活に関する内容】

（１） 学校と生活

（２） 家庭と生活

（３） 地域と生活

【身近な人々、社会及び自然と関わる活
動に関する内容】

（４） 公共物や公共施設の利用

（５） 季節の変化と生活

（６） 自然や物を使った遊び

（７） 動植物の飼育・栽培

（８） 生活や出来事の伝え合い

【自分自身の生活や成長に関する内容】

（９） 自分の成長

本校小学部生活科の内容

身近な人々と関わる活動に関する内容

Ⅰ 見通し

Ⅱ 遊びの広がり

Ⅲ 生活や出来事の伝え合い

社会及び自然と関わる活動に関する内容

Ⅳ 地域との関わり

Ⅴ 公共物や公共施設の利用

Ⅵ 金銭の扱い

Ⅶ 季節の変化と生活（飼育栽培含む）

Ⅷ 身近なものの不思議

自分自身の生活や成長に関する内容

Ⅸ 自分の成長

Ⅹ 基本的な生活習慣や生活技能

中学部と連続する内容



Ⅰ 見通し Ⅱ 遊び

Ⅲ 伝え合い

Ⅸ 自分の成長

Ⅹ 生活習慣・技能

Ⅳ 地域との関わり Ⅶ 季節の変化
Ⅴ 公共物や施設   Ⅷ ものの不思議

            Ⅵ 金銭

内容の構造図

本校小学部生活科の内容

身近な人々と関わる活動に関する内容

Ⅰ 見通し

Ⅱ 遊びの広がり

Ⅲ 生活や出来事の伝え合い

社会及び自然と関わる活動に関する内容

Ⅳ 地域との関わり

Ⅴ 公共物や公共施設の利用

Ⅵ 金銭の扱い

Ⅶ 季節の変化と生活（飼育栽培含む）

Ⅷ 身近なものの不思議

自分自身の生活や成長に関する内容

Ⅸ 自分の成長

Ⅹ 基本的な生活習慣や生活技能



学級 〈小学部 生活科〉 〇〇年度 単元配列

１学期 ２学期 ３学期
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組
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'
年
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組
$
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&
-
年
)
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/
組
$
0
&
1
年
)

「友達と仲良くなろ
う」

（Ⅱ遊び）

「水で遊ぼう」
（Ⅱ遊び

Ⅶ季節の変化と生活）

「野菜を育てよう」
（Ⅶ季節の変化と生活）

「大塚祭がんばろう」
（Ⅰ見通し Ⅲ伝え合い）

「動物園（水族館）に行こう」
（Ⅱ遊び Ⅶ季節の変化と生活）

「かぜをつかってあそ
ぼう!」

（Ⅷ 身近なものの不思議）

「もうすぐ４・５年生」
（Ⅰ見通し

Ⅸ 自分の成長）

「おしえよう！きいてみよう！
みんなのすきなあそび②」
（Ⅱ遊びの広がり Ⅲ生活や

出来事の伝え合い ）

「野菜を育てよう！観
察しよう！」

（Ⅶ 季節の変化と生活）

「合宿に行こう！」
（Ⅰ見通し Ⅴ公共物や
公共施設の利用  Ⅵ 金

銭の扱い）

「伝えよう！合宿の思い出!
（大塚祭にむけて）」

（Ⅰ見通し  Ⅲ伝え合い ）

「季節の花を育てよ
う、見つけよう」

（Ⅶ 季節の変化と生活）

「富士山の麓を探検
しよう」

（Ⅴ 公共物や公共施設
の利用）

「みんなのまちを
探検しよう」

（Ⅳ 地域との関わり）

「あきのおもちゃで
たのしもう」

(Ⅷ身近なものの不思議)

「できるようになった
ことを集めよう！」

（Ⅸ 自分の成長）

「卒業式をがんばろ
う！」

（Ⅰ 見通し
Ⅸ 自分の成長）



学級 〈小学部 生活科〉 ある学習集団の６年間の単元配列 （社会科につながる内容）

１学期 ２学期 ３学期

%
&
'
年
次

,
&
-
年
次

0
&
1
年
次

「富士山の麓を探検しよう」
（Ⅴ 公共物や公共施設の利用）

「みんなのまちを探検しよう」
（Ⅳ 地域との関わり）

「みんなのまちを探検しよう」
（Ⅳ 地域との関わり）

「合宿に行こう！」
（Ⅰ見通し Ⅴ公共物や公共施設の利用  Ⅵ金銭の扱い）

「図書館に行こう」
「町(学校周辺)をたんけんしよう」

（Ⅳ地域との関わり  Ⅴ公共物や公共施設の利用）

「校外学習 （お別れ遠足）」
（Ⅴ公共物や公共施設の利用  Ⅵ金銭の扱い）

「おでかけしよう１」
（Ⅱ遊び Ⅳ地域との関わり Ⅴ公共物や公共施設の利用

Ⅵ 金銭の扱い）

「おでかけしよう２」
（Ⅱ遊び Ⅳ地域との関わり Ⅴ公共物や公共施設の利用

Ⅵ 金銭の扱い）

「おでかけしよう３」
（Ⅱ遊び Ⅳ地域との関わり Ⅴ 公共物や公共施設の利用

Ⅵ 金銭の扱い）



学級 〈小学部 生活科〉 ある学習集団の６年間の単元配列（理科につながる内容）

１学期 ２学期 ３学期

%
&
'
年
次

,
&
-
年
次

0
&
1
年
次

「あきの
  おもちゃで
  たのしもう」
(Ⅷ身近なものの不思議)

「季節の花を
  育てよう、
  見つけよう」
  （Ⅶ 季節の変化と生活）

「物と重さ」
(Ⅷ身近なものの不思議)

「野菜を育てよう！観察しよう！」
（Ⅶ 季節の変化と生活）

「月のかんさつ!」
「日なたと日かげ」

（Ⅷ 身近なものの不思議）

「かぜをつかってあそぼう!」
「ゴムをつかってあそぼう！」

（Ⅷ 身近なものの不思議）

「いきものを育てよう！」

（Ⅶ季節の変化と生活）

「ビー玉コースターをつくってあそぼう！」

（Ⅱ遊び Ⅷ身近なものの不思議）

「うかぶかな？
しずむかな？」
「水で動かそう！」

（Ⅷ身近なものの不思議）

「ふわふわ？ちくちく？
（動物をさわりに行こう）」

（Ⅶ季節の変化と生活）

「季節のコレクション」

（Ⅶ季節の変化と生活）



本校小学部生活科の内容

身近な人々と関わる活動に関する内容

Ⅰ 見通し （集団生活における日課・予定）
学校行事や家庭の予定などに関わる学習活動を通して、日課・予定が分かり、およその予定を考え
ながら、見通しをもって安定して活動に参加しようとすることができ、身近な予定を立てて活動する
習慣や技能を身に付け、見通しをもって安定して行動したり、主体的に行動したり、生活に活かした
りしようとする。

Ⅱ 遊びの広がり
生活の中での遊びに関わる学習活動を通して、人と関わりをもち、きまりを守ったり、遊びを工夫し
発展させたりして、仲良く遊ぼうとすることができ、きまりのある遊びや人と仲良く遊ぶ知識や技能を
身に付け、自分の好きなものやことを見つけ、愛着をもって人と関わろうとする。

Ⅲ 生活や出来事の伝え合い
自分たちの生活を身近な人と伝え合う活動を通して、相手のことを想像したり伝えたいことや伝え
方を選んだりすることができ、身近な人と関わることのよさや楽しさが分かるとともに、進んで触れ合
い交流しようとする。

社会及び自然と関わる活動に関する内容

Ⅳ 地域との関わり
地域に関わる活動を通して、地域の場所やそこで生活したり働いたりしている人々について考えるこ
とができ、自分達の生活はさまざまな人や場所と関わっていることが分かり、それらに親しみや愛着
をもち、適切に接したり安全に生活したりしようとする。

Ⅴ 公共物や公共施設の利用
公共物や公共施設を利用する活動を通して、それらのよさを感じたり働きを捉えたりすることができ、
身の回りにはみんなで使うものがあることやそれらを支えている人々がいることなどが分かるととも
に、それらを大切にし、安全に気をつけて正しく利用しようとする。

Ⅵ 金銭の扱い 簡単な買い物や金銭に関わる学習活動を通して、金銭の大切さや必要性、価値について分かり扱
うことができ、金銭を扱う習慣や技能を身に付け、必要な物を選択して購入し、活用しようとする。

Ⅶ 季節の変化と生活（飼育栽培含む）
身近な自然を観察・飼育・栽培したり、季節や地域の行事に関わったりするなどの活動を通して、そ
れらの違いや変化、特徴を見付けることができ、自然の様子や四季の変化、季節によって生活の様
子が変わることに気付くとともに、それらを取り入れ自分の生活を楽しくしようとする。

Ⅷ 身近なものの不思議
身近な自然を利用したり、身近にある物を使ったりするなどして遊ぶ活動を通して、繰り返し取り組
んだことについて表現することができ、その面白さや自然の不思議さに気付くとともに、自分なりの
考えをもち、生活を豊かにしようとする。

自分自身の生活や成長に関する内容

Ⅸ 自分の成長
自分自身の生活や成長を振り返る活動を通して、自分のことや支えてくれた人々について考えるこ
とができ、自分が大きくなったこと、自分でできるようになったこと、役割が増えたことなどが分かると
ともに、これまでの生活や成長を支えてくれた人々に感謝の気持ちをもち、これからの成長への願い
をもって、意欲的に生活しようとする。

Ⅹ 基本的な生活習慣や生活技能
基本的生活習慣や生活に役立つことに関わる学習活動を通して、それらが分かり、生活に役立てよ
うとすることができ、生活に必要な身辺処理、健康、安全に関する習慣や技能を身に付け、自信を
もって自ら取り組もうとしたり、自ら安全に留意したりしようとする。



生活科草案 目標と評価
※参考資料



目
標

知識及び技能の基礎 思考力、判断力、表現力等の基礎 学びに向かう力、人間性等

学校行事や家庭の予定などに
関わる学習活動を通して、身
近な予定を立てて活動する習
慣や技能を身に付ける。

学校行事や家庭の予定などに
関わる学習活動を通して、日
課・予定が分かり、およその予
定を考えながら、見通しをもっ
て安定して活動に参加しようと
することができる。

学校行事や家庭の予定などに
関わる学習活動を通して、見
通しをもって安定して行動した
り、主体的に行動したり、生活
に活かしたりしようとする。

内容Ⅰ 見通し
学校行事や家庭の予定などに関わる学習活動を通して、日課・予定が分かり、およその予定を考えながら、見通し
をもって安定して活動に参加しようとすることができ、身近な予定を立てて活動する習慣や技能を身に付け、見通し
をもって安定して行動したり、主体的に行動したり、生活に活かしたりしようとする。

評
価
規
準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

学校行事や家庭の予定などに
関わる学習活動を通して、身
近な予定を立てて活動する習
慣や技能を身に付けている。

学校行事や家庭の予定などに
関わる学習活動を通して、日
課・予定が分かり、およその予
定を考えながら、見通しをもっ
て安定して活動に参加しようと
している。

学校行事や家庭の予定などに
関わる学習活動を通して、見
通しをもって安定して行動した
り、主体的に行動したり、生活
に活かしたりしようとしている。



目
標

知識及び技能の基礎 思考力、判断力、表現力等の基礎 学びに向かう力、人間性等

生活の中での遊びに関わる学
習活動を通して、きまりのある
遊びや人と仲良く遊ぶ知識や
技能を身に付ける。

生活の中での遊びに関わる学
習活動を通して、人と関わりを
もち、きまりを守ったり、遊びを
工夫し発展させたりして、仲良
く遊ぼうとすることができる。

生活の中での遊びに関わる学
習活動を通して、人と関わりを
もち、自分の好きなものやこと
を見つけ、愛着をもって人と関
わろうとする。

内容Ⅱ 遊びの広がり
生活の中での遊びに関わる学習活動を通して、人と関わりをもち、きまりを守ったり、遊びを工夫し発展させたりし
て、仲良く遊ぼうとすることができ、きまりのある遊びや人と仲良く遊ぶ知識や技能を身に付け、自分の好きなもの
やことを見つけ、愛着をもって人と関わろうとする。

評
価
規
準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

生活の中での遊びに関わる学
習活動を通して、きまりのある
遊びや人と仲良く遊ぶ知識や
技能を身に付けている。

生活の中での遊びに関わる学
習活動を通して、人と関わりを
もち、きまりを守ったり、遊びを
工夫し発展させたりして、仲良
く遊ぼうとしている。

生活の中での遊びに関わる学
習活動を通して、人と関わりを
もち、自分の好きなものやこと
を見つけ、愛着をもって人と関
わろうとしている。



目
標

知識及び技能の基礎 思考力、判断力、表現力等の基礎 学びに向かう力、人間性等

自分たちの生活を身近な人と
伝え合う活動を通して、身近な
人と関わることのよさや楽しさ
が分かる。

自分たちの生活を身近な人と
伝え合う活動を通して、相手の
ことを想像したり伝えたいこと
や伝え方を選んだりすることが
できる。

自分たちの生活を身近な人と
伝え合う活動を通して、進んで
触れ合い交流しようとする。

内容Ⅲ 生活や出来事の伝え合い
自分たちの生活を身近な人と伝え合う活動を通して、相手のことを想像したり伝えたいことや伝え方を選んだりす
ることができ、身近な人と関わることのよさや楽しさが分かるとともに、進んで触れ合い交流しようとする。

評
価
規
準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

自分たちの生活を身近な人と
伝え合う活動を通して、身近な
人と関わることのよさや楽しさ
が分かっている。

自分たちの生活を身近な人と
伝え合う活動を通して、相手の
ことを想像したり伝えたいこと
や伝え方を選んだりしている。

自分たちの生活を身近な人と
伝え合う活動を通して、身近な
人と関わることのよさや楽しさ
が分かるとともに、進んで触れ
合い交流しようとしている。



目
標

知識及び技能の基礎 思考力、判断力、表現力等の基礎 学びに向かう力、人間性等

地域に関わる活動を通して、
自分達の生活はさまざまな人
や場所と関わっていることが分
かる。

地域に関わる活動を通して、
地域の場所やそこで生活した
り働いたりしている人々につい
て考えることができる。

地域に関わる活動を通して、そ
れらに親しみや愛着をもち、適
切に接したり安全に生活した
りしようとする。

内容Ⅳ 地域との関わり
地域に関わる活動を通して、地域の場所やそこで生活したり働いたりしている人々について考えることができ、自分
達の生活はさまざまな人や場所と関わっていることが分かり、それらに親しみや愛着をもち、適切に接したり安全に
生活したりしようとする。

評
価
規
準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

地域に関わる活動を通して、
自分達の生活はさまざまな人
や場所と関わっていることが分
かっている。

地域に関わる活動を通して、
地域の場所やそこで生活した
り働いたりしている人々につい
て考えている。

地域に関わる活動を通して、そ
れらに親しみや愛着をもち、適
切に接したり安全に生活した
りしようとしている。



目
標

知識及び技能の基礎 思考力、判断力、表現力等の基礎 学びに向かう力、人間性等

公共物や公共施設を利用する
活動を通して、身の回りにはみ
んなで使うものがあることやそ
れらを支えている人々がいるこ
となどが分かる。

公共物や公共施設を利用する
活動を通して、それらのよさを
感じたり働きを捉えたりするこ
とができる。

公共物や公共施設を利用する
活動を通して、それらを大切に
し、安全に気をつけて正しく利
用しようとする。

内容Ⅴ 公共物や公共施設の利用
公共物や公共施設を利用する活動を通して、それらのよさを感じたり働きを捉えたりすることができ、身の回りには
みんなで使うものがあることやそれらを支えている人々がいることなどが分かるとともに、それらを大切にし、安全に
気をつけて正しく利用しようとする。

評
価
規
準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

公共物や公共施設を利用する
活動を通して、身の回りにはみ
んなで使うものがあることやそ
れらを支えている人々がいるこ
となどが分かっている。

公共物や公共施設を利用する
活動を通して、それらのよさを
感じたり働きを捉えたりしてい
る。

公共物や公共施設を利用する
活動を通して、それらを大切に
し、安全に気をつけて正しく利
用している。



目
標

知識及び技能の基礎 思考力、判断力、表現力等の基礎 学びに向かう力、人間性等

簡単な買い物や金銭に関わる
学習活動を通して、金銭を扱う
習慣や技能を身に付ける。

簡単な買い物や金銭に関わる
学習活動を通して、金銭の大
切さや必要性、価値について
分かり扱うことができる。

簡単な買い物や金銭に関わる
学習活動を通して、必要な物
を選択して購入し、活用しよう
とする。

内容Ⅵ 金銭の扱い
簡単な買い物や金銭に関わる学習活動を通して、金銭の大切さや必要性、価値について分かり扱うことができ、金
銭を扱う習慣や技能を身に付け、必要な物を選択して購入し、活用しようとする。

評
価
規
準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

簡単な買い物や金銭に関わる
学習活動を通して、金銭を扱う
習慣や技能を身に付けている。

簡単な買い物や金銭に関わる
学習活動を通して、金銭の大
切さや必要性、価値について
分かり扱っている。

簡単な買い物や金銭に関わる
学習活動を通して、必要な物
を選択して購入し、活用してい
る。



目
標

知識及び技能の基礎 思考力、判断力、表現力等の基礎 学びに向かう力、人間性等

身近な自然を観察・飼育・栽
培したり、季節や地域の行事
に関わったりするなどの活動
を通して、自然の様子や四季
の変化、季節によって生活の
様子が変わることに気付く。

身近な自然を観察・飼育・栽
培したり、季節や地域の行事
に関わったりするなどの活動
を通して、それらの違いや変化、
特徴を見付けることができる。

身近な自然を観察・飼育・栽
培したり、季節や地域の行事
に関わったりするなどの活動
を通して、それらを取り入れ自
分の生活を楽しくしようとする。

内容Ⅶ 季節の変化と生活
身近な自然を観察・飼育・栽培したり、季節や地域の行事に関わったりするなどの活動を通して、それらの違いや変
化、特徴を見付けることができ、自然の様子や四季の変化、季節によって生活の様子が変わることに気付くとともに、
それらを取り入れ自分の生活を楽しくしようとする。

評
価
規
準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

身近な自然を観察・飼育・栽
培したり、季節や地域の行事
に関わったりするなどの活動
を通して、自然の様子や四季
の変化、季節によって生活の
様子が変わることに気付いて
いる。

身近な自然を観察・飼育・栽
培したり、季節や地域の行事
に関わったりするなどの活動
を通して、それらの違いや変化、
特徴を見付けている。

身近な自然を観察・飼育・栽
培したり、季節や地域の行事
に関わったりするなどの活動
を通して、それらを取り入れ自
分の生活を楽しくしようとして
いる。



目
標

知識及び技能の基礎 思考力、判断力、表現力等の基礎 学びに向かう力、人間性等

身近な自然を利用したり、身
近にある物を使ったりするなど
して遊ぶ活動を通して、その面
白さや自然の不思議さに気付
く。

身近な自然を利用したり、身
近にある物を使ったりするなど
して遊ぶ活動を通して、繰り返
し取り組んだことについて表現
することができる。

身近な自然を利用したり、身
近にある物を使ったりするなど
して遊ぶ活動を通して、自分な
りの考えをもち、生活を豊かに
しようとする。

内容Ⅷ 身近なものの不思議
身近な自然を利用したり、身近にある物を使ったりするなどして遊ぶ活動を通して、繰り返し取り組んだことについ
て表現することができ、その面白さや自然の不思議さに気付くとともに、自分なりの考えをもち、生活を豊かにしよう
とする。

評
価
規
準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

身近な自然を利用したり、身
近にある物を使ったりするなど
して遊ぶ活動を通して、その面
白さや自然の不思議さに気付
いている。

身近な自然を利用したり、身
近にある物を使ったりするなど
して遊ぶ活動を通して、繰り返
し取り組んだことについて表現
している。

身近な自然を利用したり、身
近にある物を使ったりするなど
して遊ぶ活動を通して、自分な
りの考えをもち、生活を豊かに
しようとしている。



目
標

知識及び技能の基礎 思考力、判断力、表現力等の基礎 学びに向かう力、人間性等

自分自身の生活や成長を振り
返る活動を通して、自分が大
きくなったこと、自分でできるよ
うになったこと、役割が増えた
ことなどが分かる。

自分自身の生活や成長を振り
返る活動を通して、自分のこと
や支えてくれた人々について
考えることができる。

自分自身の生活や成長を振り
返る活動を通して、これまでの
生活や成長を支えてくれた
人々に感謝の気持ちをもち、こ
れからの成長への願いをもっ
て、意欲的に生活しようとする。

内容Ⅸ 自分の成長
自分自身の生活や成長を振り返る活動を通して、自分のことや支えてくれた人々について考えることができ、自分
が大きくなったこと、自分でできるようになったこと、役割が増えたことなどが分かるとともに、これまでの生活や成
長を支えてくれた人々に感謝の気持ちをもち、これからの成長への願いをもって、意欲的に生活しようとする。

評
価
規
準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

自分自身の生活や成長を振り
返る活動を通して、自分が大
きくなったこと、自分でできるよ
うになったこと、役割が増えた
ことなどが分かっている。

自分自身の生活や成長を振り
返る活動を通して、自分のこと
や支えてくれた人々について
考えている。

自分自身の生活や成長を振り
返る活動を通して、これまでの
生活や成長を支えてくれた
人々に感謝の気持ちをもち、こ
れからの成長への願いをもっ
て、意欲的に生活しようとして
いる。



目
標

知識及び技能の基礎 思考力、判断力、表現力等の基礎 学びに向かう力、人間性等

基本的生活習慣や生活に役
立つことに関わる学習活動を
通して、生活に必要な身辺処
理、健康、安全に関する習慣や
技能を身に付ける。

基本的生活習慣や生活に役
立つことに関わる学習活動を
通して、それらが分かり、生活
に役立てようとすることができ
る。

基本的生活習慣や生活に役
立つことに関わる学習活動を
通して、自信をもって自ら取り
組もうとしたり、自ら安全に留
意したりしようとする。

内容Ⅹ 基本的な生活習慣や生活技能
基本的生活習慣や生活に役立つことに関わる学習活動を通して、それらが分かり、生活に役立てようとすることが
でき、生活に必要な身辺処理、健康、安全に関する習慣や技能を身に付け、自信をもって自ら取り組もうとしたり、
自ら安全に留意したりしようとする。

評
価
規
準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

基本的生活習慣や生活に役
立つことに関わる学習活動を
通して、生活に必要な身辺処
理、健康、安全に関する習慣や
技能を身に付けている。

基本的生活習慣や生活に役
立つことに関わる学習活動を
通して、それらが分かり、生活
に役立てようとしている。

基本的生活習慣や生活に役
立つことに関わる学習活動を
通して、自信をもって自ら取り
組もうとしたり、自ら安全に留
意したりしようとしている。



筑波大学附属大塚特別支援学校

研究開発

中学部理科・社会科

R8年 1月 21日（水）



知的理科社会科の効果的な
指導・支援・カリキュラムの提案

内容の提案
（草案）

単元配列

指導実践

中学部教育目標
（社会生活に必要な基礎的な知識・技能）生活する力 働く力

余暇を楽しむ力

自立と社会参加に必要な資質・能力の設定
（中学部の理科・社会科の学習で育みたい力の設定）

全国
調査

保護者
アンケート

裏付けとして

教科別
の指導

中・高
連続性

教科の
系統性

時数

教科等
横断

時間割

グループ
分けの視点

グループごとの
効果的な指導

小学校
連続性

興味
関心

認知
特性

生徒にとって
身近さ

行事や季節
関連

生徒・保護者
教員への効果

カリキュラム
オーバーロード

資質・能力の
育成

中学部のカリキュラム提案までの流れ

中学部の理科・社会科の学習で
育みたい資質・能力の設定

Ø 学校・学部教育目標
Ø 中学部で目指す姿
① 将来の「自立と社会参加」につながる社会的事象
について関心をもち、具体的な活動や体験から自
分の生活と結びつけて、生活をより豊かにするた
めにできることを具体的に考える（力）

② 選択・判断を通して自らの「願い」や「意志」を
表現し、さらに他者と協同・協力しあいながら問
題解決することで、社会をより良くするための発
信をする（力） 例：社会科

育みたい資質・能力の育成を
目指したカリキュラムの提案

Ø おおよその内容の提案
（草案・単元配列）

Ø 指導実践
Ø 生徒・保護者・教員へ
の効果の検証

Ø 提案した内容の振り返り



草案の作成にあたって

現行指導要領の課題

現行指導要領の内容が知的障害のある生徒に
とって、見方・考え方を働かせて資質・能力
を育成することが難しいコンテンツ・オー
バーロードとなっている可能性。

これまでの本校中学部の実践や全国調査か
ら同様の課題があると考えられる。

草案作成の視点（研究開発の特例を踏まえて）

• コンテンツ・オーバーロードの克服
→現行の指導要領の目標の精選や内容の取り扱いの整理

• 自立と社会参加につながる内容の検討
→小学校理科、小学校社会科の指導要領の内容も踏まえながら、知的障害のある生徒にとって学
習する意義の高いと考えられる社会的事象や自然事象について検討

• 小学部・高等部との連続性や年間時数35時間を想定
→中学部は小学部と高等部との結節点であるという視点

31%

69%

理科指導要領の内容の取り扱いについて

50%以上取り

扱えている

50%以上取り

扱えていない

約７割の学校が半分
も取り扱えていないと
の回答
※社会科も同様



本研究における理科の内容

A 生命 ①
身の回りの生物

A 生命 ②
季節と生物

B 地球・自然 ①
太陽と地面の様子

B 地球・自然 ②
雨水の行方と地面の様子

B 地球・自然 ④
天気の様子

C エネルギー ①
風やゴムの力のはたらき

C エネルギー ②
磁石の性質

C 物質 ①
物と重さ

C 物質 ②
水、空気と温度

C エネルギー ③
電気の通り道

A 生命 ②
人の体のつくりと運動

B 地球・自然 ③
月と星

C エネルギー ④
光や音の性質

B 生命 ①
身の回りの生物

B 生命 ②
季節と生物

B 地球・自然 ①
太陽の光と地面の様子

B 地球・自然 ②
雨水の行方と地面の様子

B 地球・自然 ③
天気の様子

A エネルギー ①
風やゴムの力のはたらき

A エネルギー ②
磁石の性質

A 物質 ①
物と重さ

C 物質 ②
金属、水、空気と温度

A エネルギー ③
電気の通り道

青→高等部の内容として移行
グレー→内容の取り扱いとして統合
黄→小学校の目標を加える
黄緑→内容の取り扱いの変更

領域
現行指導要領

内容数

草案
内容数

想定時数
（3年間）

生命 ３
２
（−１）

14

地球 ４
３
（−１）

21

エネル
ギー

４
３
（−１）

21

粒子 ２ ２ 21

生命領域＋他の各領域で35時間

週に1時間程度となり、知的障害特別
支援学校において教科別の指導とし
て想定される時数に対して、妥当なコ
ンテンツであると考えられる。



本研究における理科の内容

理科単元配列

Ø 年間35時間（週1時間）を想定すると、各単元は7時間程度
• 「内容の系統性・段階性」、「行事や季節との関連」を踏まえて作成
• 生命領域は、具体的な物の観察などイメージをもちやすく、飼育、栽培を通した
指導をより効果的なものにするためにクラスで実施

指導体制３学期２学期１学期

課題別
雨水の行方と地面の様

子
【地学領域】

天気の様子
【地学領域】

太陽の光と地面の様子
【地学領域】!

年
次

クラス
身の回りの生物（昆虫）、季節と生物

【生命領域】

課題別
金属、水、空気と温度②

【粒子領域】
金属、水、空気と温度①

【粒子領域】
物と重さ
【粒子領域】$

年
次

クラス
身の回りの生物（植物）、季節と生物

【生命領域】

課題別
磁石の性質

【エネルギー領域】
電気の通り道
【エネルギー領域】

風とゴムの力の働き
【エネルギー領域】3

年
次

クラス
身の回りの生物（生物）、季節と生物

【生命領域】



本研究における社会科の内容

社会参加ときまり

公共施設と制度

地域の安全

産業と生活

我が国の地理や歴史

外国の様子

身近な地域や市区町村、
都道府県の様子

私たちの暮らしに関わる
身近な地域の人々

人々の生活や身近
な地域の移り変わり

身近な地域への

社会参加と仕組み

グレー→内容の取り扱いとして統合
青矢印→中学部１段階内容
赤矢印→中学部２段階内容
全ての内容の文言は、小学校社会科
3〜4年生を踏まえて再構築

分野
現行指導要領

目標数（知識）

1〜２段階

草案

目標数（知識）

想定時数
（3年間）

地理 ３ ２ 30

歴史 ２ ２ 30

公民 16 ４ 45

目標数を削減→知的障害特別支援学
校で無理なく取り組めるように

取り扱える社会的事象は減らさずに内
容の取り扱いとして記載。各学校の生
徒の実態や卒業後の進路に合わせて
取り扱う社会的事象を各学校で選択し
ながら学習を進められるように再構築



本研究における社会科の内容

社会科単元配列

Ø 年間35時間（週1時間）を想定
Ø 「内容の系統性」、「行事との関連」を踏まえて作成
Ø 知的障害のある生徒の学習の特性を考慮して、各年度で３つの分野を繰り返し、
反復的に各分野の学習に取り組むことができるように作成

3学期2学期1学期

「身の回りの公共施設」
【公民的分野】

• 生活に関係する公共施設や公
共物の役割や基本的な制度に
ついて、自分の生活と関連させ
ながら理解する。

「火災から暮らしを守ろう」
【公民的分野】

• 地域の安全を守るために関
係機関が緊急時に体制を
とっていることや火事の防
止に努めていることを理解
する。

「身近な道具の変化」
【歴史的分野】

• 生活に関わる道具の変化に
着目して、時間とともに移り変
わってきたことを理解する

「文京区について知ろう」
【地理的分野】

• 学校周辺〜文京区について地
図記号を用いて、地図を読み
取ったり、主な公共施設の場所
について理解する。

1
年

「生活に関わるサービス」
【公民的分野】

• 生活に関わるサービスは，社会
生活を送る上で重要であること
を自分の生活と関連させながら
理解する。

「スーパーマーケットのひみつ」
【公民的分野】

• 販売の仕事は、消費者の願
いを考え、工夫して行われ
ていることを理解する。

「文京区の変化」
【歴史的分野】

• 文京区の変化や歴史的背景
について、人々の思いや行事
の様子にふれ、時間と共に移
り変わってきたことを理解する

「身近な地域の交通の様子」
【地理的分野】

文京区〜東京都について交通の
広がりを中心に、場所による違い

を理解する。

2
年

「生活に関わるきまり」
【公民的分野】

• 身近な地域社会でのきまりは，
社会生活を送るために必要で
あることを自分の生活と関連さ
せながら理解する。

「自然災害から暮らしを守ろう」

【公民的分野】
• 公共施設や地域の人々は
過去に発生した地域の自然
災害などの防止に努めてい
ることを理解する。

「生活環境の変化」
【歴史的分野】

• 現在に至るまでの人々の生活
環境の変遷について理解する。

「東京都の産業」
【地理的分野】

• 文京区や東京都の主な産業の
分布や土地の特徴について理
解する。

3
年



金木水火月

朝の活動
1

8:30～9:20

特別活動国語国語数学数学
2

9:25～10:15

美術 /
職業・家庭

＊隔週

社会／理科社会／理科

作業学習生活単元学習

3
10:20～
11:10

自立活動
生活単元

学習

4
11:15～
12:05

給食
昼食

12:30～
12:50

総合的な学習
の時間/道徳＊

隔週

A英語
／B音楽

保健体育作業学習

A音楽／
B英語

5
13:05～
13:55

帰りの活動掃除
（職業・家庭）

帰りの活動
6

14:00～
14:50

帰りの活動
７

14:55～
15:20

14:2015:2015:2015:2014:20下校時刻

時間割における位置付けと指導形態

時間割における位置付け

実態に応じたグループ別指導

Ø より思考を促すために午前中に実施

Ø 知的障害のある生徒の学習の特性を考
慮して理科と社会科を交互に実施し、
単元のまとめ取りする

※「まとめ取り」とは、各単元の授業時数を集中的に確保

する方法である。校外学習や実験などの体験的活動の振り
返りを即時的に行い、学習効果を高めた。

Ø 知識・技能（言語理解・数量の理解）
Ø 思考・判断・表現（考える力・表現す
る力）

Ø 学習に取り組む態度

３つの観点から実態を踏まえた
グループを編成

生徒にとっては学習内容をより捉えやすくなり、教師

にとっても学習の内容や目標、指導方法、教材の工夫
を焦点化しやすい授業設計が可能となった



筑波大学附属大塚特別支援学校

研究開発

中学部理科・社会科
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高等部
社会科・理科

2026.01.21

01

02

03

理科カリキュラム

社会科カリキュラム

カリキュラムの工夫
（理社共通）



学部教育目標の達成
（自立と社会参加）

各教科・領域等の学習

教科学習を通して、
学部教育目標にどのようにアプローチするか？

＝見方・考え方を働かせて問題を解決する力

多角的に物事を捉え、選択し
たり解決したり、社会参加し
ようとする力を身に付ける。

科学的に物事を捉え、選択
したり解決したりしようと
する力を身に付ける。

０１ カリキュラムの工夫
（理社共通）



０１ カリキュラムの工夫
（理社共通）

月 火 水 木 金

１ HR等

２ 国語 職業
（作業）

職業
（作業）

数学
特別
活動

３ 社会 職業
（作業）

職業
（作業） 理科 家庭

４ 外国語 職業
（作業）

職業
（作業）

職業
（学年）

美術

５ 情報 職業
（作業）

職業
（作業）

保健
体育 音楽

６ 職業
（作業）

職業
（作業）

保健
体育

学級活動
／総合

７ HR等

学年ごとに実施
国語／社会／外国語／家庭／美術
／職業（学年）／学級活動／総合
的な探究の時間

▶同学年の仲間で多様な意見を交
えながら、または学年の行事と関
連させながら学習する。

学習グループを編成して実施
数学／理科／情報

▶知識・技能（言語理解、数量の
理解）、思考・判断・表現（考え
る力、表現する力）、学習に取り
組む態度（活動に向かう力）の実
態を踏まえ、学習グループを編成
して学習する。

学部全体で実施



・身近な事象・具体的な事象、
体験的な学習、生活に即した内容

・地域や学習集団に即した
「身近な」ものを選択して学習

・限られた時間数の中で
卒後の社会生活を考慮した学習

・教育目標や地域性などを踏まえ、
「指導内容」 の「優先順位」を選
定

・「歴史」、「外国の様子」の単元
の取り扱いにくさを考慮し、他教科
や学校行事等と関連させる

・1年間で複数の分野を配列

・資料の読み取りなど、技能を育て
ていくことを重視

０１ カリキュラムの工夫
（理社共通）

・身近な事象・具体的な事象、
体験的な学習、生活に即した内容

・学期ごとの単元の区切り

・各領域を繰り返し学ぶ機会

・2学期に配列する単元の調整

・観察のしやすい時期など、内容の
特殊性を考慮

・1年間で複数の領域を配列

・「見方」の広がりをねらう

・3年間で繰り返し学ぶ機会



３グループ

２グループ

１グループ

に

重点化する問題解決の力０２ 理科カリキュラム



指導目標・指導内容の設定０２ 理科カリキュラム



【例】生命領域

57

小学校学習指導要領理科編p.22図１／特別支援学校学習指導要領高等部各教科p.173図1

●中高6年間を通じた
カリキュラムモデルの
検討

（１）単元をまとめる
「植物の発芽、成長、結実」「植物の養分と水の
通り道」を１つの単元として設定する（仮称：植物
のつくり）。取り扱う内容を、生徒の実態や学校環
境等を考慮して選択して実施することを想定。

（２）現行中学部段階の内容を高等部で取り扱う
中学部「人の体のつくりと運動」の内容も含んだ
構成で「人の体のつくりと働き」（仮称：「人の体
のつくり」）を取り扱う。

（３）6年間でのバランスを考慮
柱の１つ「生物と環境の関わり」は中学部の学習
で取り扱う。「生物と環境」は、可能な範囲で単
元のまとめに取り入れる。

（４）必要に応じ下学年下学部対応

植物のつくり

植物のつくり

人
"
体
"
$
%
&

人
"
体
"
$
%
&

遡
"
単
元
%
&
"≒

必
要
)
応
+
下
学
年
/
下
学
部
対
応
2
可
能

０２ 理科カリキュラム



年次 １学期 ２学期 ３学期

!
年
次

【生命】
植物のつくり

【地球】
天気の変化

・植物の発芽、成長、結実
・植物の養分と水の通り道 ・天気の変化

$
年
次

【生命】
動物の誕生

【地球】
土地のつくり

【エネ】
電気のしくみ

・動物の誕生
・流れる水の働きと土地の変化
・土地のつくりと変化

・電流の働き（中）
・電気の利用

%
年
次

【生命】
人の体のつくり

【粒子】
燃焼のしくみ

【粒子】
物の溶け方と水溶液の性質

【エネ】
てこの規則性

・人の体のつくりと運動
（中）
・人の体のつくりと働き

・燃焼のしくみ
・物の溶け方
・水溶液の性質 ・てこの規則性

０２ 理科カリキュラム



０３ 社会カリキュラム



資料の
読み取り

情報の
収集

まとめる

・保護者・教職員への聞き取り調査
・全校アンケート調査
・家や近所のフィールドワーク調査
・学校近隣のフィールドワーク調査

（情報量を調整・補足した）
・統計資料 ・新聞記事
・地図資料 ・文字資料
・写真資料 ・絵画資料
・動画資料

・動画
・壁新聞

０３ 社会カリキュラム



1学期 2学期 3学期

1
年

内容(1)
我が国の国土や

自然環境と国民生活

内容(３)
我が国の歴史に関わる人物や文化

内容(４)
社会参加と役割

・国土の地形や気候、人々の生活
・国土の位置、構成、領土の範囲
※実態に応じた題材の選択

・各時代の先人の偉業、文化遺産
※実態に応じた題材の選択 ・法やきまり

2
年

内容(２)
人々の健康や生活環境を
支える事業（産業）

内容(３)
我が国の歴史に関
わる人物や文化

内容(1)
我が国の国土や
自然環境と国民生

活

内容(４)
社会参加と役割

・食料生産、工業生産
※地域に応じた項目の選択

・各時代の先人の偉業、文
化遺産
※修学旅行との関連

・自然災害、公害
※修学旅行との関連

・自分の役割や責任、権利や
義務
・政治の仕組みや働き
※選挙出前授業との関連

3
年

内容(1)
我が国の国土や

自然環境と国民生活

内容(２)
人々の健康や生活環境を支える事業

（社会基盤）

内容(４)
社会参加と役割

・自然災害、公害
※地域に応じた項目の選択

・飲料水、電気、ガス水道を供給する事業
・廃棄物を処理する事業
※実態に応じた項目の選択

・私たちと経済（租税）
※他教科との関連

０３ 社会カリキュラム
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３．考察



（１）教師集団が主体となるカリキュラム開発
下図はカリキュラム評価「Q11.カリキュラムの意義（以上10項目から、このカリキュラムは100点満

点で何点ですか？）」の平均点について、自学部と他学部で比較したものである。継続的に当該学部
教員の評価が上昇を示したケース、実践の繰り返しを経て最後に評価が上昇したケースもある。このよ
うに学部状況に応じながらも、当該学部教員一人一人が主体的にカリキュラム開発に参画することが
重要であり、２０２４年度１学期と２０２５年度２学期の平均点を比較すると、小学部は２４点、中学部は１
６点、高等部は２８点も数値が大きく上昇した。
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（２）カリキュラムの原理・原則

64

本研究におけるカリキュラム開発は各教科の授業時数、特に理科・社会科は「週1時間、年間35時
間」をもとに検討を進めた。そのため資質・能力の育成は変わらない一方で、全ての内容を網羅的に扱
うのではなく、授業時数を踏まえて内容の精選や創造に取り組むようにした。その際の視点として特別
支援学校学習指導要領の「知的障害のある児童生徒の教育的対応の基本」や「教科別に指導を行う
場合」、また「OECD『カリキュラム開発に関する5つの教訓』」（白井,２０２１）を参考に、「具体的」「体
験的」「反復的」「段階的」のキーワードを整理した（下表）。
各教科、各学部の教育課程に応じながらも、学校全体で共通の視点をもとにカリキュラム開発に取り
組むことで、考え方、評価改善の視点などより一体的に進めることができたと考えている。

キーワード 対象の計画や項目 考え方

具体的 学習活動
児童生徒にとって分かりやすく、具体的な活動内容に配慮されている
こと。

体験的
単元・

授業の構成
児童生徒が進んで学習に取り組めるような体験的な活動に配慮され
ていること。

反復的
単元配列・単元・
授業の構成

〈単元配列・各単元〉児童生徒が学習内容を想起したり関連付けたり
する単元配列や各単元の内容に配慮されていること。
〈授業〉児童生徒が見通しをもちやすく進んで取り組もうとする流れに
工夫されていること。

段階的
単元配列・単元・
目標設定

児童生徒の実態に応じて、段階的に学習に取り組めるような段階性
に配慮されていること。



（３）知的障害教育の継承と発展

研究を推進する上では現行特別支援学校学習指導要領の「知的障害のある
児童生徒の教育的対応の基本」等をカリキュラム全体に意識しながら取り組んで
きた。今後に向けて、本研究で開発したカリキュラムで学びを積み重ねた児童・生
徒の様子について抽出児童・生徒として、事例研究の視点からさらに深める余地
があると考えている。ぜひ機会がある場合は再現性・妥当性の検証という観点か
らも継続的な実践を重ねたいと考えている。


